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【手続補正書】
【提出日】平成20年9月2日(2008.9.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）アジピン酸と、１４８～３９６の分子量を有する一般式（Ｉ）および／または（
ＩＩ）
　　　Ｈ２Ｎ－Ｒ１－Ｏ－Ｒ２－Ｏ－Ｒ３－ＮＨ２　　　（Ｉ）
　　　Ｈ２Ｎ－Ｒ４－（Ｏ－ＣＨ２－ＣＨ２）ｘ－Ｏ－Ｒ５－ＮＨ２　　　（ＩＩ）
（式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、およびＲ５は、独立して、（ＣＨ２－ＣＨ２）または
（ＣＨ２－ＣＨ２－ＣＨ２）のいずれかであり、そしてｘは、２～６の間（両端を含む）
の整数である）
の少なくとも１つのエーテルジアミンとを含むモノマーから誘導され、および２３℃の水
に少なくとも１重量％の溶解度を有する、約７０～約９９．５重量％の少なくとも１つの
ポリアミド、ならびに
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　（ｂ）約０．５～約３０重量％の少なくとも１つのナノクレイ、
を含むことを特徴とする、水溶性ポリアミド組成物。
【請求項２】
　（ａ）約８０～１００重量％の水および０～約２０重量％の１つまたは複数のアルコー
ルを含む、約４０～約９９重量％の溶媒、
　（ｂ）アジピン酸と、１４８～３９６の分子量を有する一般式（Ｉ）および／または（
ＩＩ）
　　　Ｈ２Ｎ－Ｒ１－Ｏ－Ｒ２－Ｏ－Ｒ３－ＮＨ２　　　（Ｉ）
　　　Ｈ２Ｎ－Ｒ４－（Ｏ－ＣＨ２－ＣＨ２）ｘ－Ｏ－Ｒ５－ＮＨ２　　　（ＩＩ）
（式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、およびＲ５は、独立して、（ＣＨ２－ＣＨ２）または
（ＣＨ２－ＣＨ２－ＣＨ２）のいずれかであり、そしてｘは、２～６の間（両端を含む）
の整数である）
の少なくとも１つのエーテルジアミンとを含むモノマーから誘導され、および２３℃の水
に少なくとも１重量％の溶解度を有する、約１～約６０重量％の少なくとも１つのポリア
ミド、ならびに
　（ｃ）前記水溶性ポリアミドの重量に基づいて約０．５～約３０重量％の少なくとも１
つのナノクレイ、
を含み、
　前記ポリアミドは前記溶媒中に溶解されており、および前記ナノクレイは前記溶媒中に
分散されていることを特徴とする、フィルムキャスティングに使用するための溶液。
【請求項３】
　請求項２に記載の溶液を溶液キャストすることを含むことを特徴とする、フィルムまた
はシートを製造する方法。
【請求項４】
　請求項３に記載の方法によって製造されることを特徴とする、シートまたはフィルム。
【請求項５】
　請求項１に記載の組成物を含むことを特徴とする、シートまたはフィルム。
【請求項６】
　請求項１に記載の組成物を含むことを特徴とする、多層シートまたはフィルム。
【請求項７】
　請求項４に記載のシートまたはフィルムを含むことを特徴とする、包装材料。
【請求項８】
　請求項１に記載の組成物から製造されることを特徴とする、パウチまたはバッグの形態
の物品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　５％歪みでの引張係数を、ＡＳＴＭ　Ｄ１７０８－２ａに従ってフィルムについて測定
した。ポリアミドＡのみの溶液から作製したフィルムは、３７．８　Ｍｐｓｉの引張係数
を有し、そしてポリアミドＡとクロイサイト（Ｃｌｏｉｓｉｔｅ）（登録商標）Ｎａ＋モ
ンモリロナイトとの混合物から作製したフィルムは、５０．５　Ｍｐｓｉの引張係数を有
し、モンモリロナイトナノクレイの混合によって提供される係数の実質的な改善を実証し
た。
　以下に、本発明の好ましい態様を示す。
［１］　（ａ）アジピン酸と、１４８～３９６の分子量を有する一般式（Ｉ）および／ま
たは（ＩＩ）
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【化１】

（式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、およびＲ５は、独立して、（ＣＨ２－ＣＨ２）または
（ＣＨ２－ＣＨ２－ＣＨ２）のいずれかであり、そしてｘは、２～６の間（両端を含む）
の整数である）
の少なくとも１つのエーテルジアミンとを含むモノマーから誘導され、および２３℃の水
に少なくとも１重量％の溶解度を有する、約７０～約９９．５重量％の少なくとも１つの
ポリアミド、ならびに
　（ｂ）約０．５～約３０重量％の少なくとも１つのナノクレイ、
を含むことを特徴とする、水溶性ポリアミド組成物。
［２］　前記ナノクレイがスメクタイトナノクレイであることを特徴とする、［１］に記
載の組成物。
［３］　前記ナノクレイが処理されていないことを特徴とする、［１］に記載の組成物。
［４］　前記モノマーが、１つまたは複数の、ラクタム、脂肪族ジアミン、アジピン酸以
外の脂肪族ジカルボン酸、および／またはポリエーテルジカルボン酸をさらに含むことを
特徴とする、［１］に記載の組成物。
［５］　前記モノマーがカプロラクタムをさらに含むことを特徴とする、［１］に記載の
組成物。
［６］　（ａ）約８０～１００重量％の水および０～約２０重量％の１つまたは複数のア
ルコールを含む、約４０～約９９重量％の溶媒、
　（ｂ）アジピン酸と、１４８～３９６の分子量を有する一般式（Ｉ）および／または（
ＩＩ）
　　　Ｈ２Ｎ－Ｒ１－Ｏ－Ｒ２－Ｏ－Ｒ３－ＮＨ２　　　（Ｉ）
　　　Ｈ２Ｎ－Ｒ４－（Ｏ－ＣＨ２－ＣＨ２）ｘ－Ｏ－Ｒ５－ＮＨ２　　　（ＩＩ）
（式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、およびＲ５は、独立して、（ＣＨ２－ＣＨ２）または
（ＣＨ２－ＣＨ２－ＣＨ２）のいずれかであり、そしてｘは、２～６の間（両端を含む）
の整数である）
の少なくとも１つのエーテルジアミンとを含むモノマーから誘導され、および２３℃の水
に少なくとも１重量％の溶解度を有する、約１～約６０重量％の少なくとも１つのポリア
ミド、ならびに
　（ｃ）前記水溶性ポリアミドの重量に基づいて約０．５～約３０重量％の少なくとも１
つのナノクレイ、
を含み、
　前記ポリアミドは前記溶媒中に溶解されており、および前記ナノクレイは前記溶媒中に
分散されていることを特徴とする、フィルムキャスティングに使用するための溶液。
［７］　前記ナノクレイがスメクタイトナノクレイであることを特徴とする、［６］に記
載の溶液。
［８］　前記ナノクレイが処理されていないことを特徴とする、［６］に記載の溶液。
［９］　前記モノマーが、１つまたは複数の、ラクタム、脂肪族ジアミン、アジピン酸以
外の脂肪族ジカルボン酸、および／またはポリエーテルジカルボン酸をさらに含むことを
特徴とする、［６］に記載の溶液。
［１０］　前記モノマーがカプロラクタムをさらに含むことを特徴とする、［６］に記載
の溶液。
［１１］　［６］に記載の溶液を溶液キャストすることを含むことを特徴とする、フィル
ムまたはシートを製造する方法。
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［１２］　［１１］に記載の方法によって製造されることを特徴とする、シートまたはフ
ィルム。
［１３］　［１］に記載の組成物を含むことを特徴とする、シートまたはフィルム。
［１４］　［１］に記載の組成物を含むことを特徴とする、多層シートまたはフィルム。
［１５］　［１２］に記載のシートまたはフィルムを含むことを特徴とする、包装材料。
［１６］　［１］に記載の組成物から製造されることを特徴とする、パウチまたはバッグ
の形態の物品。
［１７］　洗濯洗剤および食器洗剤からなる群から選択される洗剤をその中にさらに含む
ことを特徴とする、［１６］に記載の物品。
［１８］　殺虫剤および除草剤からなる群から選択される農薬をその中にさらに含むこと
を特徴とする、［１６］に記載の物品。
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